
36 ヨハネ 11 章 45-57 節 

1、 「内容観察」この個所を自分の言葉で表現してみましょう。どんなことが記されてありますか？ 

  

 

 

2、 この 11 章の 44 節までどのような神の栄光があらわされていましたか？ 

・それらをイエスの「キリスト」「神」という視点から計るとあなたはどう言われますか？ 

   

3、 そのような神の栄光の表れの前にも、人たちは二手に分かれることになりました。それは何と何ですか？

（45,46）  

※私たち（自分）はどちら側についているものでしょうか？「イエス側？」「世間一般側？」 

4、 祭司長たちとパリサイ人たちは、その出来事を聞いてどんな反応をしましたか？（47、48） 

 

 

※すでにローマ支配下あったユダヤ国家。彼らが恐れたのは、「神の国運動」による政治転覆か？ローマを刺

激し、加入がこれ以上強くされることか？つまり、まだ起こってもない、彼らの考える最悪のシナリオのゆ

えに、イエス・キリストを排除しようとしたことが考えられます。   さて、私たちにも似たようなこと

はないですか？ 

5、 祭司長たちとパリサイ人たちは「狂信」的な状態に陥っていました。 

※冷静に考えることが出来たら、その間違いや矛盾にも気が付いたでしょうに…どのような状態にありまし

たか？（48）（53）（12:10） 

 

 

※神を信じる者、愛する者と言っていながら、心の中がそのような苦々しい状態にあることを何と言います

か？（Ⅰヨハネ 4:20）（Ⅰヨハネ 3:11-15） 

 

 

6、 その年の大祭司であるカヤパは、いよいよ重大な発言「提案」を発します。くしくもそれはこれから起こる

キリストの本来の御業について預言することになるのでした。それはどんなことでしたか。（49-52） 

 

 

※それらを実現することは、彼らにとって邪魔者を無くならせるための手段でしたが、神はそれを通して何

をする（した）のでしたか？（コロサイ 1:18-22） 

 

（ローマ 5 章 6 章） 

※神様は「すべてのことを働かせて益と」させることができると約束があります（ローマ 8:27）信じますか？ 

 あなたは今そのような局面に立たされていませんか？この約束を握って祈りましょう。 

7、 今日の箇所を通して、神様（イエス様）はどのようなお方でしょう。またどんな約束、模範がある?またどん

な注意、戒めがある? 


